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フランスの小学校における読書教育・読書支援
――教育プログラムと教育資料の分析――

安 積 み づ の

イントロダクション

フランスの児童文学の翻訳をするうちに，拙訳『おこる』1）原作の版元ガリ

マール社の web上の教育資料に興味を持ち，さらに同様の他のすぐれた読書

支援の資料を読み漁るようになった。フランスで子どもの読書教育・読書支援

のために公開されている教育資料には目を見張るものがあり，活発な読書活動

が窺われる。そこで自由に閲覧できる，児童文学作品の分析や批評は質が高い

ものであり，数の上でもかなりの充実ぶりで，ヴィジュアル・アートや哲学の

授業向けの資料など，様々なアプローチが存在する。日本において学校の読み

聞かせボランティアをしたり，フランスの児童文学を紹介したりする立場から

見ると，フランスの読書教育・読書支援は，たいへん興味深いものである。

フランスの読書教育については，すでに辻由美が，パリ読書センターの「読

書アクション」，子どもたちの選ぶ文学賞（高校生ゴンクール賞・クロノス賞・

アンコリュプティーブル賞），司書教諭の指導する「プレス週間」などの活動

について現場のレポートを行っている。2）特に高校生ゴンクール賞については，

国民教育高等教育研究省3）とフナック書店とのパートナーシップで成り立って

いる官民一体の読書教育を紹介している。

また根本彰と足立幸子は，フランスの読書教育について調査し，国民教育省

が規定する日本の学習指導要領に当たる教育プログラム（programme）におけ

る読書，教育支援を行うドキュマンタリスト教員と学校図書館，その他のメ



ディア環境（教育ドキュメンテーション資源センターや公立図書館）について

報告している。4）この報告の中で足立は，中学や高校の卒業試験や国民教育省の

通達などを調べ，「フランス語の教育がどのような出口を想定しているかに着

目することで，フランスのカリキュラムに読書がどのように扱われているか」

論じている。5）

本研究においては足立と同様，教育プログラム中の「フランス語」を取り扱

うが，特にその中で，「口頭言語」や「読むこと」などと並べられている「文

学」の領域を中心にし，これまで注目されてこなかった前述の豊富な教育資料

を分析することで，実際に子どもが読書する本やその読み方により近づいて，

その教育や支援について調べる。

そもそも市販の絵本や児童書に対して，これだけ多くの教育資料が webで

公開されていることは驚くばかりであるが，これは，フランスでの国語つまり

フランス語の授業で使われる教材の自由度にも依るようである。根本によれ

ば，フランスでは国民教育省が全国的な教育課程の基準として，日本の学習指

導要領に当たる，教育プログラム（programme）を定めているが，教科書検定

制度のようなものはない。生徒に貸与される教科書は，学校の教員集団によっ

て行われ，内容は資料集に近いものである。そこで，学校での学習がプログラ

ムに沿っていても内容的にはかなり自由であるという。6）したがって，まず絵本

や児童書はある程度の数は授業で読まれ，教材としての需要がある。次に，こ

のように比較的自由に採択される絵本や児童書には，より使いやすくするため

に教育資料が提供されている。大手出版社は，自社の書籍に教育資料を作り，

webサイト上で公開している。一方で公的機関が，それよりさらに数多く内容

の濃い教育資料を作成していることは注目に値する。例えば，本論で教育資料

を取り上げるオルレアン＝トゥール大学区ではウール＝エ＝ロワール県のグル

ープが読書のための教育資料を作り，webサイト Écolireで公開している。7）ス

タッフは，常任の作業グループとして，国民教育省視察官である県のグループ

責任者1名と，シャルトル，シャトーダンなど県の主要都市の教育指導主事
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10名が入っている。企画によっては，オルレアン大学付設教師教育大学院の

教員2名，再教育指導者に当たる小学校教諭数名，シャルトル市立図書館とウ

ール＝エ＝ロアール県立図書館から児童書担当図書館員が1名ずつ，オルレア

ン＝トゥール大学区の CANOPÉ8）から1名が加わっている。つまり地域密着の

体制で教員が利用しやすい教育資料が作成され，提供されているようである。

また各大学区の作成するこのような質の高い教育資料は，教育ドキュメンテー

ションセンターのネットワーク CANOPÉや，テーマ別にセレクトされている

webサイト Éducasources9）などを通じて，全国で活用できるようになっており，

教育資料のかなりの部分を占めている。

さて，絵本や児童書の読み方については，教材となる本が，国語であるフラ

ンス語自体の習得や読解の授業で使用され，一つの作品として分析や批評の対

象となっていることは容易に推測がつく。しかし時には，授業で使っている作

品と比べ読みをするために別の作品が読まれることもあるであろうし，授業の

延長として読み広げのために個人的読書の対象となることも考えられる。実際

の授業を確かめ，読解などを行うフランス語の授業と，個人的読書の比重を知

ることは，本論文の守備範囲を超えるものである。そこでここでは，フランス

での読書教育について，「フランス語」の教育プログラムの一領域「文学」と，

その関連の通達に，どのような目標が掲げられているか調べ，教育プログラム

の目標に達するために，どのような方法が用いられているのかを探る。さらに

国民教育省の選書リストにどのような作品が選書されているのか，またこれら

の図書のためにどのような教育資料が作られ公開されているのかを手掛かり

に，フランスにおける読書教育・読書支援の具体的方策を概括的に捉えること

を目的とする。

実際に分析するのは，国民教育省の webサイトに掲載された，「フランス

語」の教育プログラムの一領域である「文学」の項目と，その内容をより具体

的にした「初級2年と中級のための段階的学習／フランス語／文学」という

2008年6月の通達10）である。この「段階的学習」の通達は，教育プログラム
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を実施するためのサポートとして作られたもので，教育プログラムに完璧に適

合しているということである。11）同時に，国民教育省の選書リスト12）に挙げら

れている絵本や児童書とそれに対するコメント，地域ごとに教育を監督する行

政組織である大学区（académie）の webサイトに掲載された教育資料や，出版

社が公開している web上の教育資料を分析していく。例に挙げるものは，日

本での読書教育・読書支援の現場で利用できるよう，可能な限り邦訳のある絵

本や昔話を選んでいく。

本題に入る前に，フランスの学校制度を確認しておこう。フランスは，小学

校（école primaire）5年，中学校（collège）4年，高等学校（lycée）3年の5・

4・3制である。小学校での初等教育は，5，6歳から10，11歳までの5年

間である。学年は，日本の小学校1年生に相当するのが準備級（CP : cours

préparatoire），続いて初級1年（CE1: cours élémentaire 1ère année），初級2年

（CE2: cours élémentaire2e année），中級1年（CM1: cours moyen1ère année），

最終級は日本の小学校5年生に当たる中級2年（CM2: cours moyen2e année）

となる。また，教育プログラムには，1年単位ではないより大きな時間単位で

あるサイクル（Cycle），和訳では「期」が用いられている。幼稚園の年少組と

年長組が「初期学習期」（Cycle des apprentissages premiers），続いて，小学校

準備級と初級1年（日本の小学1年，2年）が「基礎学習期」（Cycle des

apprentissages fondamentaux），小学校初級2年と中級1年と中級2年（日本の

小学3年，4年，5年）が「深化学習期」（Cycle des approfondissements）であ

る。本論文では，上記の名称を使いながら，必要に応じて日本の小学校の学年

を参照する。

1．教育プログラムと通達「段階的学習」中の「文学」

それでは，教育プログラムの「フランス語／文学」と「初級2年と中級のた
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めの段階的学習／フランス語／読むことと書くこと／文学」を取り扱い，読書

教育についてどのような目標が掲げられているかを詳細に調べる。

1．－1．教育プログラム中の「文学」

まずは，教育プログラムであるが，基礎学習期では教科フランス語は，以下

の領域に分けられている。基礎学習期（CP小学校準備級と CE1初級1年）で

は，教科「フランス語」には，「口頭言語」・「読むこと」・「書くこと」・「語彙」・

「文法」・「綴り」の領域がある。深化学習期（CE2小学校初級2年と CM1中

級1年と CM2中級2年）では，教科フランス語は三つに分けられ，「1 口頭

言語」・「2 読むこと，書くこと」・「3 フランス語の勉強・語彙」となってお

り，さらに「2 読むこと，書くこと」が「読むこと」・「文学」・「作文」，「3

フランス語の勉強」が「語彙」・「文法」・「綴り」に分けられて合計七つの領域

となっている。つまり日本の小学3年から5年に当たる深化学習期で，プログ

ラムに初めて「文学」という領域が登場している。勉強するテクストがより難

しくなり，より高度な読解能力が必要とされる頃になると，「読むこと」と「文

学」が分けられているようである。基礎学習期については，「文学」の領域が

存在しないので，他の領域の内容を見る必要がある。

以下が教育プログラムの「文学」の全訳である。

文学

文学の教育プログラムは，一人一人の生徒の年齢にふさわしい，過去と

現在の児童文学や文化遺産の源泉から汲み取られた作品のリストを与える

ことを目標とする。生徒はこのようにして，共通の文学文化の形成に参加

する。毎年，生徒たちは様々なジャンルにわたり，国民教育省が定期的に

発行する児童文学の図書目録や少年少女の古典的名作に属する作品を通読

する。これらの通読は，生徒の読書する喜びが大きくなるよう気遣って指
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導されるものとする。

生徒たちは，読んだ本を紹介し，自分の感想や見方を表現し，これらの

主題について意見を交わし，テクスト間の関連付けを行う（作者，テー

マ，表現されている感情，登場人物，出来事，空間や時間の状況，喜劇的

または悲劇的な感じ）。様々な解釈は常に，その解釈が可能となるかまた

は反対に不可能であるか，テクストの諸要素に結び付けられるものとす

る。13）

1．－2．通達「段階的学習」中の「文学」

次に，通達「段階的学習」であるが，教科フランス語は，以下の領域に分け

られている。基礎学習期では教育プログラムと同様，教科「フランス語」には，

「口頭言語」・「読むこと」・「書くこと」・「語彙」・「文法」・「綴り字」の領域が

ある。しかし深化学習期では，教科フランス語の中の知識技能の構成要素は五

つ「口頭言語」・「読むことと書くこと」・「語彙」・「文法」・「綴り」に分けられ，

さらに「読むことと書くこと」が「読むこと」・「文学」・「書くこと」・「作文」

に分けられて合計八つの領域となっている。日本の小学校3年から5年に当た

る深化学習期に初出する「フランス語／読むことと書くこと／文学」は，「段

階的学習」では，以下のように具体的に示されている。

文学

初級2年（CE2）

・一つの作品を通読する，または長編作品から大分量の抜粋を読む。

・読んだ作品を紹介する，それらについて自分の意見を述べる。

・数年前または数カ月前に読んだ物語を，暗記して語る。またはイラスト

を見ながら語る；題名を知っている。

・テクスト同士，または作品同士を関連付ける：同じ作家，同じテーマ，

同じ登場人物など。
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中級1年（CM1）

・少なくとも1学期に作品1冊を読み，紹介する；作品に特徴的な抜粋を

選び，音読する。

・難しい部分で，読者としてふさわしい行動をする：覚えておくためにメ

モを取る，再読，助けてもらうなど。

・読んだ作品の題名と作者を思い出す。

・ある作品についてのディスカッションに参加し，論拠を示しながら，自

分の解釈を他のものに対立させる。

中級2年（CM2）

・1学年で少なくとも5冊は読み，紹介する；作品に特徴的な抜粋を選

び，音読する。

・選んだ本や，自分の好みについて明確に述べる。

・読んだ1作品について暗記して語る；特徴的な1節をそらで引用する。

・文学作品同士を，口頭または筆記で比較する。14）

ここでの「文学」の目標の大きな特徴をまとめると，まず実際に本を読むこ

と，そして読んだ作品を紹介すること，作品についての自分の見方を，ディス

カッションなどで論拠を示して発表すること，さらに別の作品と比べて読み，

口頭または筆記で表現することである。

それでは次に，この「文学」の領域を到達目標として，その目標に至るべく

フランス語の各領域においてどのような連携や発展があるかを調べていく。特

に基礎学習期については，「文学」の領域が存在しないので，他の領域の内容

を見る必要がある。

以下に，フランス語の他の領域との関係を軸に，1．「文学」と「読むこと」，

2．「文学」と「口頭言語」・「書くこと」，3．比べて読むことの3点から，教

育資料を援用して論証していく。
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2．「文学」と「読むこと」

2．－1．図書館利用教育

図書館利用教育については，「文学」の項目の中には図書館という文言はな

いが，通達の中で，基礎学習期から文章を読むことを教わる中で，物としての

本を知ることが目標とされ，深化学習期には，読書や読書活動の場としての図

書館利用教育が明言されている。

基礎学習期の小学校の最初の学年（CP準備学年）では，文の成分やパラテ

クストなど本にまつわる語彙を教える。「文章を読むことについての特殊な語

彙を知り使う。本・表紙・ページ・行。作者・題名。文章・文・単語。冒頭・

終わり・登場人物・物語。」15）この目標に即して，ガリマール社では，自社で

刊行している人気のクェンティン・ブレイク絵のロアルド・ダール・コレク

ションなど16）の教育資料で，作者やイラストレーターやコレクションや出版

社がどこに書かれているか問う設問を準備している。17）これは，『三匹のコブ

タ』の教育資料も同様で，基礎学習期である小学校準備級と初級1年（日本の

小学1年，2年）では，文章を読むことに関する特殊な語彙を知るために，本

の題名や作者やコレクションを問うプリントが準備されている。

深化学習期の小学校の初級第2年（CE2）では，「本を選んで借りるために，

いつも通っている図書館で場所が分かる」ことである。中級第2年（CM2）で

は，「図書館やメディアセンターで場所が分かる」ことである。18）

2．－2．読書量

図書館利用の目標と共に，読書の量も目標に掲げられている。基礎学習期の

小学校の最初の学年（CP準備学年）では，「作品全体，特に児童文学を全部読

んでもらい聞く」。第2学年（CE1初級第1年）では，文学作品という限定は

ないが，「短い作品全体か，より長い作品の大分量の抜粋を聞くか読む」とあ

り，準備学年から一歩進んで，「特に児童文学の作品全体を読むか，読んでも
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らい聞くかする。そして読んだ本を紹介する」19）となっている。最終的に「文

学」の項目の目標は，初級第2年では1冊か長編の断片，中級第1年では3学

期の各学期に1冊，中級第2年では1年に5冊である。

2．－3．読解

フランス語の「読むこと」の最大の特徴は，まず第一に，作品を理解するこ

と，つまり文学作品の分析方法を学び，批評をする能力を身に付けることであ

るようだ。20）

「文学」と分けられる前の基礎学習期においては，基礎学習期の第2学年（CE1

初級第1年）で，「読んだ短編の物語の登場人物・出来事・時間と空間の状況

を突き止める」21）ことが目標とされている。

この目標に即して，ガリマール社の『三匹のコブタ』では，基礎学習期用に，物語

の登場人物や出来事や時間と空間の状況を見つけ出す練習問題がある。物語の

登場人物とイラストを結び付ける練習では，わらや木やレンガで家を作るコブ

タや，リンゴを追いかけるオオカミのイラストと，描写する文を結ぶようになっ

ている。また，物語の六つの出来事を時系列で並べる問題が作成されている。

初級1年向けのプリントでは，作品の理解のために，オオカミが三番目のコブタ

をどこに連れて行こうとしたか二つ書くような問題もある。また，『すばらしき

父さん狐』22）では，登場人物である狐のステレオタイプについての資料が作ら

れている。これまでに読んだ本の中の狐を思い出し，この物語の狐の性格を予想

する設問と，物語を読んだ後に狐について分かったことを尋ねる設問である。

「読むこと」と「文学」が分けられる深化学習期では，「読むこと」で，基礎

学習期の「読むこと」で学んだ文学作品の分析的読解がさらに深化され，テク

ストを詳細に分析して理解する精読の技術を身に付けることに重きが置かれて

いる。これは4章の比べて読むことにおいて詳しく見ていくが，「読むこと」で

学んだ分析の方法を使い，並行して「文学」の授業では，他の作品と関連付け

ることが目標とされているようである。
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さて，深化学習期の小学校の初級第2年（CE2）では，音読や黙読などの指

示に続いて，短編の物語については以下の三つの点に基づいて読むことが指示

される。「一人の登場人物を指し示す様々な言葉の目印」23）・「出来事の時間的

な前後関係を正確に理解するために，動詞の時制や時間関係を表すつなぎ言

葉」・「登場人物のセリフを見つけるコロンや引用符」。また「ドキュメンタリ

ーや描写や語りのテクストを読み，テクストの要点（テクストの主題，描写の

対象，物語の粗筋，登場人物の関係）を言葉や文字にする」とある。中級第1

年（CM1）では，同様に音読や黙読などの方法の指示に続き，さらに「短編

の物語や描写中で，筋立ての場所や描写された場所の配置を正確に理解するた

めに，空間関係を表すつなぎ言葉や場所の補語に基づく」とある。ここでは，

文の成分にまで細かく着目して学習していることが分かる。「特に語彙に基づ

いて，描写や物語や詩のテクストの雰囲気や調子を捉える」。小学校最終学年

の中級第2年（CM2）では，音読の指示があり，さらに「筋立てや論理のつ

ながりを正確に理解するために，論理関係を表すつなぎ言葉や表現に基づく」

とある。24）

このように本を読むことの基本として，テクストを細かく丁寧に読み，理解

することが指導される一方で，さらに深化学習期においては「読むこと」の中

で，自らの解釈を述べることが求められていることは，たいへん重要な点であ

る。

2．－4．解釈

深化学習期の中級第1年（CM1）では，「読むこと」の中で「あるテクスト

についてのディスカッションに参加し，論拠を示しながら，自分の解釈を他の

ものに対立させる」25）と書かれているが，同じ学年の「文学」の中では学習し

た能力をそのまま文学作品について話すために使い，「ある作品についての

ディスカッションに参加し，論拠を示しながら，自分の解釈を他のものに対立

させる」となっている。
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教育資料には，作品の読解だけではなく，解釈に関わる提案も存在する。26）

例えば，Écolireでは，『おおきな木』27）について，まず作品を理解するための

手引きが示される。これは，ある一本の木と少年の物語である。幼い少年と木

は愛し合っていて，一緒に遊んでいるだけで幸せである。少年は成長し，次々

と別の欲求が生じて木に要求する。木は少年に自分のすべてを与える－りん

ご，枝，幹。旅に出た年老いた少年は，最後に戻ってきて，切り株だけになっ

た木に腰かけるが，木はそれだけで幸せである。作品の理解のため，教育資料

では，テクストと絵を結び付ける，テクストや絵の中に時間の流れを読み取

る，複数のテクストの抜粋を準備し，それを物語の流れに沿って並べるなどの

設問を準備している。資料ではさらに，作品の解釈についてディスカッション

のテーマを与えている。それは，この作品において「少年と木は，どちらが幸

せか？ またそれはなぜか？」という，たいへんこなれた問いを準備してい

る。というのは，この作品の木と少年の関係は，両親と子ども，母と子どもの

関係を容易に連想させ，子どもが自分を木の立場に置いて考えることは難し

い。「どちらが幸せか」と問われることで，木という登場人物に感情移入して

考えてみて，子どもの立場と比べてどちらがいいかを選択できる。さらに，な

ぜかという質問に対して，物語の内容に即して論拠を示して答える練習をする

ことになる。

作品を解釈することは，学校での読解の学習が土台にあることは言うまでも

ないが，それだけに留まらず，子どもたちのそれまでの読書経験，子ども自身

の感受性や考え方にも関わることである。解釈は読書の醍醐味とも言えるもの

であり，授業で取り扱う作品に子どもが感情移入したり，主人公を自己同一視

したりすることができれば，幸運な読書体験と言える。その際に，選書や作品

を紹介する大人の導入の仕方も大切なポイントとなる。この点においては，フ

ランスの教育資料や作品紹介では，しばしば秀逸なアプローチに出会うことが

ある。例えば，有名な『かいじゅうたちのいるところ』は，版元のエコール・

デ・ロワジール社28）が web上で質問を用意しているが，それは，「あなたはお
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母さんに叱られた時，何を考えますか？」というものである。この問いは子ど

もたちの心をつかみ，作品冒頭で，母親に叱られたいたずら坊主のマックス

が，怪獣の住む島，空想の世界へと旅立つ場面へと，子どもたちの生の体験を

引き寄せる問いかけである。

3．「文学」・「読むこと」と，「口頭言語」・「書くこと」

3．－1．「文学」・「読むこと」と，「口頭言語」

「文学」の領域において目標とされている，読んだ作品を紹介するという活

動は，基礎学習期から「口頭言語」の授業で練習される。

基礎学習期の小学校の最初の学年（CP準備学年）では，「口頭言語」で「だ

れかに読んでもらった物語を理解したことを，質問に答える形で明らかにす

る」・「物語の主要人物がわかる」とある。さらに「すでに聞いたことのある話

について，イラストに基づいて物語る」ことや「暗唱」が提案されている。また

「読むこと」では，文学作品という限定はないが，「読んだテクストが誰につい

て，また何について書かれているか言う」。小学校第2学年（CE1初級第1年）

では，「読むこと」で，「作品全体，特に児童文学の作品全体を自分で読むか，

読んでもらい，自分の読書について紹介する」こと，または句読点やイントネ

ーションに気をつけて，二人で対話の形式で読むことなどが提案されている。29）

国民教育省の選書リストを見ると，上記の準備学年の目標に即して，基礎学

習期においては，「絵本」のリストが二つに分けられ，「絵本／絵だけの絵本」

と「絵本／他の絵本」の項目になっている。言葉のない絵本には，『ピエロ君』

や『ズーム』や『なみ』等が挙げられている。言葉のない絵本は，もちろん，

ヴィジュアル・アートで使用されることもあるが，それだけではなく，フラン

ス語の授業でも使用されている。言葉がないために，かえってそれについて語

るのに適しているからであろう。

例えば，安野光雅の『旅の絵本』30）には，他の芸術作品へのたいへん豊富な
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引用がある。言葉のない絵本であるため，自分の見つけたものについて発表す

る子どもは，それを見ていない別の子どもになんとか工夫して説明することに

なる。主人公は見開きのページごとに現れる騎士で，灰色の服を着て風呂敷包

みを抱えてある国を訪れる。見開きいっぱいに使った俯瞰の画面から，騎士を

探し出すのはたいへん楽しい作業である。村や町や野原を横切りながら，子ど

もたちはその中に自分の知っている引用を見つけ出す。文学では，眠れる森の

美女，裸の王さま，長靴をはいた猫，赤い風船，大きなかぶ，赤ずきんちゃん，

肉をくわえた犬，ドン＝キホーテなどが引用されている。31）フランスの版元の

エコール・デ・ロワジール社32）では，web上の教育資料の「目印」のページに

引用の出典が示してあり，昔話にはリンクが張られて，お話のテクストを読む

ことができるようになっている。

また，オルレアン＝トゥールの大学区33）では，国民教育省の推薦図書であ

るフレデリック・クレマンの『アリスの不思議なお店』34）を，話したり，書い

たりする授業例として提案している。さながら宝石箱のようなこの本のイラス

トは，ペンで描いた線画や写真やパステル画が入り混じって，テクストの間に

挿入されたものである。冒頭では，「ふしぎなもの売る」行商人の語り手がア

リスの誕生日に，コレクションをお目にかけると言う。教育資料の配布用プリ

ントに挙げられた数々の引用は，ピノキオのこわれた鼻の先っぽ・長靴をはい

たネコの口ひげ二本・親指小僧の小石・親指姫の乗っていたバラの花びら・シ

バの女王・白雪姫のおしろい入れ，口紅，靴下留め・眠れる森の美女の糸巻き

棒・シンデレラの七つの笑いのかけらとガラスの靴の六つのかけら・青髭・星

の王子様・千一夜物語・不思議の国のアリスなどである。授業案としては，作

品の中に昔話に出てくる品物や，昔話の引用や，その他の引用作品を探し出

し，口頭で紹介するか，皆で話し合うこと。さらに書いたり，話したりする授

業の方法としては，引用の物語を語る，この本の中で見つけた品品をリスト

アップし，元の話の中に置き直してみる（「親指太郎の石は何の役に立ってい

たのか？」）ことが提案されている。
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通達に戻ると，深化学習期の「口頭言語」では，文学に関しては，初級第2

年（CE2）において「正しい文章で適切な語彙を使って表現しながら，［…］自

分が聞いたことのある物語を知らない第三者のために，構成のしっかりした分

かりやすい物語を作る，物語を考え出したり修正したりする」という目標があ

る。また，初級第2年（CE2），中級第1年（CM1），中級第2年（CM2）を通

じて，発表や意見交換やディスカッションと並んで，散文や詩の暗唱が目標と

されている。35）

通達中に目標として掲げられた，物語を考え出す，つまり創作の授業案とし

て，エクス＝マルセイユの大学区36）は，基礎学習期用に「落下」というテー

マの作品として，木村ゆういちの『ゆらゆらばしのうえで』37）を取り上げてい

る。この物語では，キツネに追いかけられたウサギが，大雨で壊れかけた丸太

橋に飛び乗る。続いてキツネも飛び乗ったところで，土手の石が崩れ，丸太橋

がゆらゆらするシーソーになってしまう。敵同士の二人は，平衡を保つために

助け合わなければならない。群れ寄るカラス，怖い夜，眠気…，二人は励まし

合い，協力して切り抜ける。最後に，夜明けの風が丸太をぐるぐる回し始めた

ところで，「2ひきのからだはまるたにふりまわされてズルズルとさきっぽの

ほうに…」。ここで教育資料では，物語の続きを想像して，発表する，書く，

または絵を描いてみることを提案している。生徒は物語の主人公になって考え

るため，作品理解が確実なものになり，同時に作文の練習にもなる。

エコール・デ・ロワジール社は通達の目標に即して，自社の書籍に教育資料

を付け，ディスカッションのテーマを提案している。先に引用した『かいじゅ

うたちのいるところ』の他にも，『夢のイチジク』38）には「お金があれば幸福

になれるか？」などがある。

最終的に「文学」の領域では，特に基礎学習期の「読むこと」と「口頭言語」

両方から発展してきた項目が含まれている。先に訳出したように，初級第2年

（CE2）では，「読んだ作品を紹介する，それらについて自分の意見を述べる」，
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「数年前または数カ月前に読んだ物語を，暗記して語る。またはイラストを見

ながら語る；題名を知っている」とある。また，中級第1年（CM1）では，

2章で論じた，ディスカッションがある。中級第2年（CM2）では，これま

での話す学習を活かして，自立した読者として，自分の読書について話すこと

が求められている。「選んだ本や，自分の好みについて明確に述べる」，「読ん

だ1作品について暗記して語る；特徴的な1節をそらで引用する」，「文学作品

同士を，口頭または筆記で比較する」。

3．－2．読むことと書くこと・作文

書くことについては，基礎学習期ではまずは，正しい文字・文が書けること

が目標となっているが，第2学年（CE1初級第1年）では，徐々に長い文を書

き，最後には5～10行の物語文や説明文が書けるようになると設定されてい

る。深化学習期になると，書くことに加えて「作文」の領域が現れ，書くもの

も創作と批評両方の学習が行われている。「作文」では初級第2年（CE2）で

は，登場人物を作り時制を使いこなしながら短い物語を書いたり，中級第1年

（CM1）では，様々なタイプの文章（物語・描写・ポートレート）を書いたり，

中級第2年（CM2）も同様で，他にも詩的テクストを書いたりしている。

「文学」の領域では，先に訳出したように，小学校最終学年である中級第2

年（CM2）で「文学作品同士を，口頭や筆記で比較する」という目標がある

が，それ以前の初級第2年（CE2）ですでに比べる物差として「テクスト同士，

作品同士を関連付ける：同じ作家，同じテーマ，同じ登場人物など」と明記さ

れている。これは，基礎学習期の読むことにおいて，テーマや登場人物や出来

事や結末を比べて読む学習をしてきた延長にある。

創作のアイディアとして，国民教育省のリストでは，『ジュマンジ』39）を用

いて書くことが提案されている。『ジュマンジ』では，主人公ジュディトとピ

エールが両親の留守中に，ゲームの箱「ジュマンジ」を見つける。ルールの紙

を読みゲームを進めると，それが現実になり，ライオン，さる，ヘビ，サイが
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突如現れる。二人は，現実とフィクションが混じり合うファンタジーの世界に

入り，両親が招待客と帰ってくるところでやっと目が覚める。子どもたちが自

分たちの冒険を語る傍で，別の子どもたちがゲームの箱を運んで行く。国民教

育省のコメントでは，このゲームの続きを生徒に書いてみるよう言っている。

エクス＝マルセイユの大学区では書くことの授業として，『ペドロの作文』40）

を使って，主人公と同じ立場で作文を書くという案が作成されている。この作

品の舞台は，軍事クーデターの起こったチリである。主人公のサッカー少年ペ

ドロは，街中で軍人を見かけたり，両親が夜に家で遠くからのラジオを聞いた

りと少しずつ周りが変化していくのに気が付く。ある日，「独裁」に反対する，

友人ダニエルの父親が軍人に連れて行かれる。ペドロはこの言葉の意味を知ろ

うとするが，はっきりとは分からない。翌日，教室に大尉がやって来て，生徒

たちに作文のコンクールに参加するように言う。題は，「わが家の夜のすごし

かた」である。ここが物語の重要な局面となり，ペドロが何を書いたのかは物

語の最後で明らかになる。エクス＝マルセイユの大学区の webサイトでは，

県のグループが教育資料を作成している。この転換点では子どもが物語を理解

できているかと同時に，どのように解釈するかが問題となり，「独裁」の概念

を知るには，歴史文化的背景を参照するよう書かれている。さらに県の資料で

は，この部分で具体的に書くことと話すことの授業案を提示している。書く作

業として提案されているのが，生徒に「パパが仕事から帰ってくるとき，…」41）

に続く作文を書いてもらうことである。これも，子どもが主人公の立場になっ

て考える，たいへんすぐれた課題である。

4．比べて読むこと

比べ読みと広げ読みは，フランスの読書教育の最大の特徴ではないだろう

か。フランスでは，学校では分析的な読み方を学習するということに留まら

ず，子どもの好奇心を刺激する方法で数多く本を読ませる戦略が講じられてい
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るようである。

「文学」と「読むこと」が分けられる前の基礎学習期においては，小学校の

第2学年，初級第1年（CE1）で，「読んだ短編の物語の登場人物・出来事・

時間と空間の状況を突き止める」ことや，「つい最近読んだり聞いたりしたテ

クストを，知っているテクスト一つまたは複数と比べる（テーマ，登場人物，

出来事，結末）」が目標になっていた。42）注目に値するのは，早くから比べて読

むことが目標とされていて，作品を構成する要素を分析的に読むことが，他の

作品と照らし合わせる時の物差として役立っていることである。

先に訳出した深化学習期の「文学」の領域では，小学校最終学年である中級

第2年（CM2）で「口頭や筆記で，文学作品を比較対照する」という目標が

あるが，それ以前の初級第2年（CE2）で比較の指標として「テクストや作品

を関連付ける：同じ作家，同じテーマ，同じ登場人物など」と明記されてい

る。これは，基礎学習期の読むことにおける，テーマや登場人物や出来事や結

末を比べる学習の延長にある。

重要なことは，この目標が国民教育省が作成した選書リストにも反映されて

いることである。深化学習期ではコメント入りのリストにおいて，大部分の推

薦作品に，比べて読むべき作品が紹介され，その比べ方も明確に述べられてい

る。基礎学習期でも，リストアップされた本をよく見てみると，対比できるよ

う周到な選書がなされている。43）

4．－1．比べ読みの方法

作品の比較の仕方は多岐にわたり，ここですべてを網羅することはできない

が，以下に特徴的なものをいくつか紹介する。

第一に，同じ作家の作品を比べることである。国民教育省の選書リストで

は，ピーター・シスの『三つの金の鍵 魔法のプラハ』は同じ作者の別の作品

『マドレンカ』と比べてみることが示されている。ピーター・シスはチェコ出
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身の移民でアメリカに移住した。『マドレンカ』は主人公の少女が，アメリカ

の自分たちの住む街で様々な国から来た住人の家を一回りするという話であ

る。『三つの金の鍵 魔法のプラハ』の献辞では，作者が愛娘マデリンにプラ

ハの街を紹介すると書いていて，作品中では，語り手は生まれ故郷のプラハを

黒猫に導かれて巡りながら，自分の子どものころの思い出とその街の三つの伝

説を語るというものである。三つの伝説は，語り手が子どもの頃に聞いた話

で，順に，伝説の皇子ブルンツヴィークとカレル橋の話，プラハのユダヤ人を

護るゴーレムの話，時計職人ハヌシュ親方の天文時計の話である。それぞれの

話の後，語り手である主人公は鍵を一つずつ手に入れ，それを持って，子ども

の頃の我が家の扉を開ける。そこでは母さんがご飯を準備していて，すべてが

息を吹き返すところで，自分の娘マデリンのいる今に戻るのである。選書リス

トではさらに，子どもの頃の回想という同じテーマを取り扱った，やはり亡命

作家である，ハンガリー出身でアメリカに移住したアイザック・シンガーの作

品と比べてみることも提案されている。44）

同じ作家の作品については他にも，オールズバーグ『ジュマンジ』が，作者

自身の他の作品『西風号の遭難』や『魔術師アブドゥル・ガサツィ』や『いま

いましい石』と比べて読むよう提案されている。

第二に，挙げられた数々の昔話の原典に並べて，それらの再話が取り揃えら

れ比較の対象となっていることである。

例えば，グリムの「漁師とおかみさんの話」は，国民教育省のコメントでは，

安野光雅の『きつねがひろったグリム童話』と比べて読むという案が紹介され

ている。これは，分割ストーリーになっていて，字の読めない父さんきつね

が，字が読めるふりをして，子どものコン君に，絵本の絵を見ながら別のお話

を語るというものである。見開きの上大部分がグリムのお話，下の部分のテク

ストはコン君に語るきつね父さんのお話である。エクス＝マルセイユの教育資

料では，グリムの話に比べて読むために紹介されているのは，まずは国民教育
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省のコメントやリスト中の他の作品，次にグリムの他の作品，さらには「変身」

のテーマの作品が紹介されている。その中には，赤羽末吉の絵，矢川澄子の文

による『つるにょうぼう』も紹介されている。

同様に「三匹のコブタ」が挙げられている。推薦図書には，エリック・ブレッ

グヴァッドの絵による版が挙げられているが，この版は，元のアングロサクソ

ンの民間伝承に近いものである。ブルーノ・ベッテルハイムが書いているよう

な，最初の二匹の子ブタがオオカミに食べられてしまう話である。この作品と

同時に，ユージーン・トリビザスの『3びきのかわいいオオカミ』45）が入って

いる。この話は，三匹のちびオオカミが建てるレンガやコンクリートや鉄骨の

家を，大ブタがハンマーや電気ドリルやダイナマイトで次々と壊してしまう

が，最後に建てたお花の家は大ブタを改心させ，最後は皆で幸せに暮らすとい

うハッピーエンドである。明らかに，子どもが二つの話についてたいへん比較

しやすい。登場人物の入れ替わり，類似した物語，結末の違いなどである。版

元であるガリマール社は，教員用に教育資料を提供している webサイトで，

国民教育省の推薦図書に挙げられているエリック・ブレッグヴァッドの絵によ

る三匹の子ブタ版に，学習のための様々なプランを準備し，13ページにわた

る教育資料を提案している。46）ガリマール社の教育資料では主要人物のオオカ

ミについて，赤ずきんちゃんや，オオカミと七匹の子ヤギと比べてみることが

発展的学習として書かれている。47）

昔話とその再話やパロディは，他にも枚挙にいとまがないほどである。並べ

て紹介されているものをいくつか挙げると，アンデルセンの「マッチ売りの少

女」には，トミー・ウンゲラーの『マッチ売りの少女アルメット』，イソップ

とラ・フォンテーヌ，ラ・フォンテーヌにはトニー・モリソン，グリムの「漁

師とその妻」には安野光雅の『狐がひろったイソップ童話 漁師とその妻』，

ピエール・グリパリの作品同士，「くるみわり人形」にはチャイコフスキーや

モーツァルト，シャルル・ペローにはウォルト・ディズニーの映画，『狐物語』

にはロアルド・ダールの『すばらしき父さん狐』などなどである。
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第三の特徴としては，国民教育省のリストでは同じジャンルの作品を比較し

ている。例えば，ファンタジー作品として，クヴィント・ブーフホルツの『見

えない道のむこうへ』48）が挙げられている。これは，後にバイオリンの先生に

なる少年と画家のマックスとの友情物語である。少年は同じ家に越して来た

マックスのアトリエで，彼が絵を描くのを眺めたり，彼の奇妙な旅の話

―――カナダの雪象や空飛ぶサーカスワゴンなど―――を聞いたり，得意な

バイオリンを弾いたりする。描き終わった絵は，裏返しにアトリエの壁に並べ

られ，マックスの旅行中に少年は初めてそれらの絵を見る。その絵はマックス

の旅の話で聞いたような非現実的で奇異なものである。少年は，マックスの絵

を眺め，空想の世界を旅する。マックスは師として，少年を夢想や自分自身の

内面へと導く。この作品は，このように想像力の優位を唱えるファンタジー作

品であり，クリス・ヴァン・オールズバーグの『ハリス・バーディックの

謎』49）と比べて読むことが提案されている。この作品では，ハリス・バー

ディックが現実の作者のオールズバーグに14枚の絵を託し，失踪してしまっ

たので，オールズバーグが，彼の残した絵とそれに付いていた題名と短い説明

文を一緒に出版するという設定である。『見えない道のむこうへ』のマックス

の絵と絵に添えられた短文は，見事にハリス・バーディックの絵と説明文に呼

応している。

ジャンルの視点からは国民教育省のリストには，オールズバーグ『ジュマン

ジ』と，同じファンタジーの作品として，アンソニー・ブラウンの『かわっちゃ

うの？』50）などが挙げられている。

第四の比較の方法として，国民教育省のリストを見ると，語りの手法による

ものも挙げられる。選書リストで紹介されているのは，『コブタカタブラ』51）で

ある。この物語では，コブタの女の子の語りが駆使されている。コブタの女の

子は学校に行かずに帰宅して，家族に信じられないような話をする。バスを間

違えて，森を通るとオオカミに出逢う。自分を食べようとするオオカミは，字
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が読めないので，料理の本を読んであげるふりをしてスープのレシピを考え出

し，危険な場所に材料を取りに行かせる。最後はカイカイグサという草の茂み

に行かせた上で，魔法の呪文をかけると噓をついて，かゆみでオオカミをやっ

つける。読者がこの半信半疑の話が噓か本当か分かるのは，絵本の最後のペー

ジである。次の日バスの中でコブタの女の子が友達に自慢をするイラストと並

べられているイラストでは，字の読み方を覚えるオオカミがブツブツで腫れ上

がり「ブタはしんようできねえぜ！」と言っている。この疑わしい語り手の物

語は，推薦図書である『キラーキャットのホラーな一週間』52）へのコメントで

比べられている。アン・ファインのこの作品は，フランスで人気の作品で，語

り手の猫の日記体小説である。この猫がおとなりのウサギを殺したのかどう

か，読者は猫の日記と家族の話との間で判断がつかないまま，テンポのいい物

語の展開に引き込まれ予測不可能な結末となる。

以上，比べ読みの例を挙げてきたが，このようにフランスでは，一つの作品

から次々と作品を読み広げられるよう，国民教育省や大学区や出版社によって

多彩な作品が紹介されている。どのような本を読むかは，どのように本を読む

かと同様，たいへん重要なことである。多数の出版物が氾濫する中，逆に良い

本が選びにくくなっている現代では，選書の作業は必要不可欠であるように思

われる。53）

4．－2．比べ読みの実践報告

児童文学とその教育の専門家であるクリスチーヌ・コナン＝パンタドーによ

れば，氏はある学校で，アンヌ・ベルティエによる赤ずきんちゃんのリライト

であるMon loup「私のオオカミ（未訳）」（1995）という絵本と他の作品を関

連付けて読ませようとするフランス語の授業に参加したことがあった。教員

は，この絵本の複雑な語りの読解をさせる際，この絵本と比較できる作品を勧

める代わりに，生徒たちに家にある赤ずきんの本を持って来るように言い，自
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分自身もペローとグリム兄弟のバージョンを持ってきたそうである。子どもに

よって集められた本は，ディズニー映画に影響された大衆向けの出版物の数々

であった。持ち込まれた作品は種々雑多で比べることが難しくなり，絵本の読

解に役立つものでも，子どもの教養を豊かにするものでもなかったということ

である。54）この例からも，適切な選書は必須であることが分かる。

国民教育省の選書リストでは本の版についても細かい指摘があり，例えば，

アンデルセンの「鉛の兵隊」には，グラッセ・ジュネス，ガリマール・ジュネ

ス，フラマリオン，カレイドスコップの四つの版が挙げられている。また，シャ

ルル・ペローの話も，ディズニーですでに知っているはずと言及しながらも，

ギュスターヴ・ドレと現代イラストレーター10名になる版が紹介されている。

比べ読みは，なにより多読へと繫がるすぐれた方法である。また他の作品や

他の作家と比べて読むことによって，その作家がいかに作品の中で表現し，何

を伝えようとしているのか，より深くより広く読むことが可能である。これは

情報に溢れる現代社会において，誰がどのような意図で書いているかを探り，

よりよい情報を選び取る訓練ともなる。

結 語

以上，教育プログラムと「段階的学習」の通達，その目標に達するために作

られた教育資料を分析してきた。概括的ではあるが，文学作品の読解と解釈，

口頭や筆記による表現への発展，作品を読み比べ，読み広げる方法など，フラ

ンスの読書教育やその読書教育を支援する仕組みについて，ある程度明らかに

できたのではないかと思う。

今後は，今回取り上げられなかった「小学校における文学的教養」55）という

通達の分析を通じて，教育プログラムには盛り込まれていない読書活動も調べ

ることで，さらにフランスにおける読書教育・読書支援について研究していき

たい。
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＊本論文は，2014年度国内研究の成果の一部である。
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